
 

 

 

１ 目的 

    とちぎ学力向上推進事業（とちぎっ子学力アッププロジェクト）を検証し、県教育委員会が実施す

る学力向上対策の改善に資する。 
 

２ 学力向上検証委員 

  11 名 （大学教授、県小学校長会代表、県中学校長会代表、県高等学校長会代表、県小学校教育研究

会代表、県中学校教育研究会代表、市教育長部会代表、町教育長部会代表、県ＰＴＡ連合会代表、

総合教育センター所長、教育事務所長会代表） 
 

３ 期日及び実施内容 

  ・ 第１回 

期日：令和４（2022）年８月 26日（金） 13：30～15：30 

内容：説明 ①令和４（2022）年度とちぎっ子学力アッププロジェクトについて 

②令和４（2022）年度とちぎっ子学習状況調査及び全国学力・学習状況調査について 

③学力向上推進リーダー配置事業について 

④学力向上コーディネーター派遣事業について 

協議 とちぎっ子学力アッププロジェクトに係る今後の取組について 

・ 第２回 

期日：令和４（2022）年 11月 21日（月） 13：30～15：30 

内容：説明 ①令和４（2022）年度第１回学力向上検証委員会について 

②今年度の学力アッププロジェクトに係る取組について 

協議 今後の学力アッププロジェクトの充実について 

・ 第３回 

期日：令和５（2023）年２月２日（木）  13：30～15：30 

内容：説明 本年度の学力向上検証委員会について 

協議 これまでのプロジェクトの取組について 
 

４ 本年度の検証委員会について 

  「とちぎっ子学力アッププロジェクト」が、次年度で 10 年目を迎えるに当たり、本年度の委員会で

は、プロジェクトに係るこれまでの取組の成果や課題等について検証を行ってきた。第１・２回委員会

の協議では、参加した委員に対し、それぞれの立場からの意見を求めた。第３回委員会では、第２回ま

でに出された意見を整理するとともに、本委員会の作業部会である学力向上推進会議からの提案を基

に更に協議を行った。最終的に、検証委員会における検証結果を、「とちぎ学力向上推進事業（とちぎ

っ子学力アッププロジェクト）‐平成 26（2014）年度～令和４（2022）年度‐ これまでの取組のまと

め」としてまとめた。 
 

５ 委員長の総括 

３回の委員会を通して、プロジェクト開始以来の、県全体の学力向上に向けた取組についての検証を

行った。協議においては、各委員から、これまでの取組を高く評価する声と、今後のプロジェクト継続

を望む意見が出された。特に、県版学力調査については、各学校や市町教育委員会において、学力向上

に向けた検証改善サイクルの根幹となっていること、また、授業だけでなく、各種研修会等において調

査問題が活用されていることなどが確認できた。今後は、調査の実施方法や内容を見直すなど検討を重

ね、更なる充実を図ってほしい。 

本年度作成した、「とちぎ学力向上推進事業（とちぎっ子学力アッププロジェクト）‐平成 26（2014）

年度～令和４（2022）年度‐ これまでの取組のまとめ」を基に、本県児童生徒一人一人の学力向上に

向け、次年度以降の県全体の学力向上に向けた取組の改善・充実に努めてほしい。 

令和４(2022)年度  学力向上検証委員会のまとめ 


